
INTERVIEW 狩
り
に
訪
れ
た
西
郷

　

明
治
６
年
、
明
治
政
府
内
で
の
意

見
の
対
立
に
破
れ
た
西
郷
隆
盛
は
、

職
を
辞
め
、
帰
鹿
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、西
郷
隆
盛
は
年
に
数
回
、

鹿
屋
の
高
須
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
宿

泊
所
は
高
須
川
沿
い
の
田
中
吉
右
衛

門
宅
。
こ
の
家
が
一
番
大
き
く
て
立

派
で
、
船
か
ら
来
た
際
に
便
利
で

あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
当
主
吉
右
衛
門

が
大
柄
の
肥
満
体
で
、
容
姿
や
性
格

が
西
郷
と
似
て
い
て
、
話
が
合
っ
た

か
ら
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
郷
は
高
須
を
基
点
に
し
て
、
近

く
の
山
野
や
高
山
・
小こ

根ね

占じ
め（
現
・

南
大
隅
町
根
占
地
域
）・
大
根
占
な

ど
に
も
出
か
け
、
ウ
サ
ギ
狩
り
を
し

て
い
ま
し
た
。
常
に
犬
を
８
匹
く
ら

い
連
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

西
郷
は
大
き
な
体
に
似
合
わ
ず
機

敏
で
、
鉄
砲
打
ち
の
名
人
だ
っ
た
お

供
が
、
そ
の
速
さ
に
付
い
て
行
け
な

か
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

吉
右
衛
門
は
西
郷
の
こ
と
を「
だ

ん
な
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
西

郷
に
は
少
し
も
気
取
っ
た
と
こ
ろ
が

な
く
、
住
民
ら
と
囲い

炉ろ

裏り

を
囲
ん
で

ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぎ
、
様
々
な
話

に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
維
新
１
５
０
周
年
に
あ
た
る
今
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」
が
放
送

さ
れ
る
な
ど
、明
治
維
新
の
立
役
者「
西
郷
隆
盛
」へ
の
注
目
が
全
国
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
市
出
身
の
西
郷
で
す
が
、
明
治
政
府
の
要
職
を
辞
め
て
か
ら
西
南
戦
争
が
勃
発
す

る
ま
で
に
、
鹿
屋
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
鹿
屋
で
の

西
郷
の
話
や
、
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
市
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
課
（
２
階
）　
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　夫の田中陽
よう

藏
ぞう

（故人）が、田中吉右衛門の直系
のひ孫にあたります。私も田中家に嫁いでから
家を建て替えるまで、西郷さんも泊まった家に
家族と住んでいました。
　西郷さんは縦にも横にも大きかったと聞いて
います。夫も小さいときから西郷さんにまつわ
る話を聞いて育ちました。庭には石風呂やイチ
ジクの木、西郷さん愛用のチョッキ・羽

は

織
おり

袴
はかま

も
以前は残っていたようです。
　現在は護岸が整備されていますが、昔は家の
縁側から石段を下ると、高須川に直接降りるこ
とができました。最近は、西郷さんの足跡を訪
ねて高須のまちや石碑などを見に来られる方が
増えていますよ。

私
学
校
の
生
徒
の
反
乱

　

不
平
士
族
た
ち
の
明
治
政
府
へ
の

反
感
が
高
ま
る
と
、明
治
７
年
以
降
、

全
国
各
地
で
乱
が
相
次
ぎ
ま
す
。

　

そ
し
て
明
治
10
年
１
月
31
日
、
鹿

児
島
で
も
私
学
校
の
生
徒
た
ち
が
、

草そ
う

牟む

田た

・
磯い
そ

の
火
薬
庫
等
を
襲
撃
す

る
事
件
が
発
生
。

　

２
月
１
日
、
小
根
占
に
滞
在
し
て

い
た
西
郷
は
、
こ
の
知
ら
せ
を
受
け

る
と
、「
ち
ょ
っ
、
し
も
た
！
」
と
つ

ぶ
や
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

「
オ
イ
ド
ン
が
出
に
ゃ 

ヤ
ッ
ス
イ
メ
カ
イ
」

　

西
南
戦
争
の
出
陣
前
に
も
、
西
郷

田中 貞
さだ

子
こ

 さん（高須町）

は
高
須
に
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

田
中
吉
右
衛
門
の
息
子
・
喜
袈
裟

（
当
時
10
歳
）
の
証
言
で
は
、「
鹿
児

島
か
ら
来
た
舟
は
、
大
き
な
く
り
舟

で
、
漕こ

ぎ
手
が
５
人
で
、
迎
え
の
人

は
背
の
す
ら
り
と
し
た
や
や
や
せ
型

の
立
派
な
武
士
で
、
父
が
、
こ
の
人

は
翁お
う（
西
郷
隆
盛
）
の
弟（
小
兵
衛
）

だ
、
と
言
っ
た
。」「
こ
の
迎
え
の
人

が
来
る
と
、
翁
は『
オ
イ
ド
ン
が
出

に
ゃ
ヤ
ッ
ス
イ
メ
カ
イ（
私
が
出
な

い
と
ダ
メ
だ
ろ
う
）』と
言
っ
て
間
も

な
く
、
宿
の
前
の
岸
か
ら
舟
に
乗
ら

れ
た
。
そ
れ
は
明
治
10
年
の
元
旦

（
新
暦
で
２
月
12
日
）
の
未
明
頃
で
、

大
潮
で
川
は
い
っ
ぱ
い
に
満
ち
て
い

た
。」と
、
あ
り
ま
す
。

西郷隆盛が泊まった
田中吉右衛門邸に
ついて語る

西郷隆盛が宿泊した田中吉右衛門邸（「鹿屋郷土誌」より）

県道68号線の高須橋から、夜明け前に高須川の河口を望む。
写真右端の建物の辺りに、西郷隆盛が宿泊した田中吉右衛門邸があった。

西
南
戦
争
と
終
焉

 

西
郷
が
高
須
を
離
れ
た
後
の
２

月
15
日
、
数
十
年
ぶ
り
と
い
わ
れ
る

大
雪
の
中
、
薩
軍
の
一
番
大
隊
が
鹿

児
島
か
ら
熊
本
方
面
へ
出
陣
し
ま
し

た
。「
今
般
政
府
へ
尋
問
の
筋
こ
れ

あ
り
」
と
の
大
義
の
も
と
東
京
を
目

指
し
た
薩
軍
で
し
た
が
、
熊
本
を
は

じ
め
九
州
各
地
で
明
治
政
府
軍
の
抵

抗
に
遭
い
敗
走
し
ま
す
。
そ
し
て
９

月
に
鹿
児
島
の
城
山
で
西
郷
は
自

決
。
二
度
と
鹿
屋
へ
戻
っ
て
く
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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参
考
文
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鹿
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西
郷
ど
ん
が

  
訪
れ
た
鹿
屋
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